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優先評価化学物質 36番「エチレンジアミン四酢酸」の 1 

生態影響に係るリスク評価（一次）評価Ⅱの進捗報告 2 

 3 

令和３年２月 4 

厚生労働省 5 

経済産業省 6 

環境省 7 

 8 

＜概要＞ 9 

○評価方針について 10 

優先評価化学物質 36 番はエチレンジアミン四酢酸（以下、EDTA という）であるが、11 

EDTA の主な用途は中間物であり、エチレンジアミン四酢酸四ナトリウム等の塩（以下、12 

EDTA の塩という）等の生産に使われる。EDTA やその塩は、排出形態により環境中で13 

の挙動が異なるものの、元々生産、使用されていた物質の形態によらず、環境中の金属14 

イオン濃度等に応じて、様々な金属イオンと錯体を形成していることが考えられる。 15 

また、環境モニタリングにおいては、EDTA の塩や金属錯体を含めた様々な形態のも16 

のを区別なく測定している。 17 

以上を踏まえ、物理化学的性状、濃縮性及び分解性については、EDTA の塩等はいず18 

れも水に溶けて EDTA イオンに解離していることが考えられることから、EDTA のデー19 

タを用いる。 20 

有害性情報は、EDTA、優先評価化学物質に含まれる EDTA の構造を一部含む付加塩・21 

オニウム塩、水環境中で EDTA と同じ形態となり水生生物への作用機作も同様と考え22 

られるナトリウムおよびカリウム塩のデータも収集し、評価を行った。また、藻類のキ23 

レート作用による影響を検討するため、当該物質が排出される環境中で毒性に影響する24 

と考えられる硬度成分（Ca、Mg）と主要な存在形態と考えられる鉄錯体の有害性情報も25 

収集した。 26 

排出源ごとの暴露シナリオによるリスク推計では、EDTA を対象に推計し、EDTA に27 

よる点源の排出源の推計を試みた。 また、様々な排出源の影響を含めた暴露シナリオ28 

によるリスク推計では、EDTA 及び EDTA の塩を対象に推計し、全国の排出分布の推計29 

を試みた。                                               30 

環境モニタリングデータについては、EDTA の塩や金属錯体を含めた様々な形態のも31 

のを区別なく測定した結果を、EDTA としての濃度として取り扱った。 32 

 33 

○有害性評価について 34 

生態影響に係る有害性評価値は、既存の有害性データから水生生物に対する予測無影35 

響濃度（PNECwater）0.11 mg EDTA/L を導出した。 36 

なお、藻類の毒性試験結果については、得られた毒性値が、物質固有の毒性作用によ37 

るものか、又はキレート作用による利用可能な必須金属のイオン濃度の低下によるもの38 
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か明確にすることができなかったこと等から、PNEC 値導出には用いないこととした※。 39 

 40 

○暴露評価について 41 

排出源ごとの暴露シナリオによるリスク推計では、EDTA の PRTR 情報に基づく予測42 

環境中濃度（PEC）の計算を行った。様々な排出源の影響を含めた暴露シナリオによる43 

リスク推計では、EDTA の PRTR 情報に加えて、EDTA の塩の化審法一般化学物質の届44 

出情報を用いた。 45 

また、環境モニタリングによる実測濃度の収集整理等を行った。 46 

 47 

○リスク推計結果について 48 

様々な排出源の影響を含めた暴露シナリオによるリスク推計では、3,705 地点中 37549 

地点において PECが PNEC を超えた。環境モニタリングデータによるリスク推計では、50 

のべ 73 地点中 2 地点（平成 29 年度：26 地点中 1 地点、平成 30 年度：47 地点中 1 地51 

点）において PEC が PNEC を超えた。 52 

様々な排出源の影響を含めた暴露シナリオによるリスク推計で PEC が PNEC を超え53 

た 375 地点のモニタリング状況は、PEC が PNEC を超えた地点が 1 地点、PEC が PNEC54 

を超えなかった地点が 43 地点、モニタリング未実施地点が 332 地点となっている。 55 

排出源ごとの暴露シナリオによるリスク推計では PEC が PNEC を超過する地点はな56 

かった。なお、様々な排出源の影響を含めた暴露シナリオにおいて EDTA の塩も含めた57 

全国での排出分布の傾向は確認できることから、EDTA の塩の届出情報に基づくリスク58 

推計は行っていない。 59 

 60 

＜今後の対応について＞ 61 

様々な排出源の影響を含めた暴露シナリオによるリスク推計で PEC が PNEC を超え62 

た地点が多数となったものの、その中で環境モニタリングが実施された地点は限られて63 

いた。そのため、リスク懸念の判断には至らなかったものの、当該リスク推計の結果か64 

ら、全国での排出分布の傾向は確認できることから、PEC が PNEC を超えた地点を中心65 

にモニタリングデータを収集することでリスク懸念の判断を進めることができると考66 

える。 67 

 68 

以上から、本物質はリスク評価の進捗状況を周知しつつ、引き続き製造・輸入数量等69 

を把握しながら、環境モニタリングによる実測データの収集等を行った上で、必要な措70 

置を検討することとする。 71 

  72 

                                                   
※今回の藻類の毒性試験条件と同様の環境下に EDTA の塩等が流入した場合には、化学物質固

有の本質的な毒性作用によるものか、二次的影響であるかの区別はつかないものの、より低い

濃度で藻類が影響を受ける可能性があることに留意する必要がある。 
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１. EDTAの同定情報について 73 

 EDTA の同定情報は表 1のとおり。 74 

 75 

表１ EDTAの同定情報 76 

構造 

 

名称 エチレンジアミン四酢酸 

分子式 C10H16N2O8 

CAS登録番号 60-00-4 

 77 

  78 

参考情報 
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２. 物理化学的性状、濃縮性及び分解性について 79 

 本評価では、EDTA の物理化学的性状、濃縮性及び分解性を用いる。詳細は80 

表 2及び表 3のとおり。 81 

 82 

表 2 モデル推計に採用した物理化学的性状等データのまとめ 83 

項目 単位 採用値 詳細 
評価 Iで用い

た値(参考) 

分子量 － 292.25 － 292.25 

融点 ℃ (240)1) 240℃で分解 2401) 

沸点 ℃ － 適切な情報がないため記載せず － 

蒸気圧 Pa 1.4×10-10 2) 25℃の測定値を 20℃の値に補正 4.7×10-11 1) 

水に対する溶解度 mg/L 476 3) 25℃の測定値を 20℃の値に補正 476 3) 

1-ｵｸﾀﾉｰﾙと水との間

の分配係数(logPow) 
－ -3.86 2) 推計値 -3.86 2) 

ヘンリー係数 Pa･m3/mol 8.8×10-11 蒸気圧と水溶解度からの推計値 1×10-20 4) 

土壌吸着係数(Kd) L/kg 1.37 5) 
KOCWIN (v2.00)の MCI 法による

推計値 

(Koc値) 

7.8×10-3 2) 

生物濃縮係数(BCF) L/kg 61 6) 測定値 61 6) 

生物蓄積係数(BMF) － 1 logPowと BCFから設定 7) 1 

解離定数(pKa) － 

0.9, 1.6, 

2.0, 2.67, 

6.16, 10.268) 

 －8) 

※ 平成 30 年度第 2 回優先評価化学物質のリスク評価に用いる物理化学的性状、分解性、蓄積性等のレビ84 
ュー会議（平成 30年 10月 12日）で了承された値 85 

1) MOE(2004)   6) MITI(1994b) 86 
2) EPI Suite(2012)   7) MHLW, METI, MOE(2014) 87 
3) MITI(1994a)   8) 評価 I段階では解離定数を考慮しない 88 
4) EU RAR(2004)   9) RIVM(2003) 89 
5) Sillanpää と Rämö(2001)  カッコ内の数値は参考値である 90 
  91 

  92 
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表 3 分解に係るデータのまとめ 93 

項目 
半減期 

(日) 
詳細 

大気 

大気における総括分解半減期 NA  

機 序 別 の

半減期 

OHラジカルとの反応 0.091) 
反応速度定数の推計値から OH ラジカル

濃度 5×105 molecule/ cm3として算出 

オゾンとの反応 NA  

硝酸ラジカルとの反応 NA  

水中 

水中における総括分解半減期 NA  

機 序 別 の

半減期 

生分解 300 土壌中生分解の項参照 

加水分解 － 加水分解を受けない 2) 

光分解 

－2) 

202) 

－2) 

フリーの EDTAは光分解しない 2) 

EDTA鉄(Ⅲ)錯体は光分解する 2) 

鉄(Ⅲ)以外の EDTA 錯体は光分解しない
2) 

土壌 

土壌における総括分解半減期 NA  

機 序 別 の

半減期 

生分解 3002) 測定結果に基づく設定 

加水分解 － 加水分解を受けない 2) 

底質 

底質における総括分解半減期 NA  

機 序 別 の

半減期 

生分解 12002) 測定結果に基づく設定 

加水分解 － 加水分解を受けない 2) 

※ 平成 30 年度第 2 回優先評価化学物質のリスク評価に用いる物理化学的性状、分解性、蓄積性等のレビ94 
ュー会議（平成 30年 10月 12日）で了承された値 95 

1) EPI Suite (2012) 96 
2) EU RAR(2004) 97 
NA:情報が得られなかったことを示す 98 

 99 

 100 

３. 排出源情報 101 

 EDTA の排出源情報は図１のとおり。製造数量についてはほぼ横ばい、輸入数量につ102 

いては若干増加傾向にある。 103 

 一般化学物質である EDTA の金属塩1の排出源情報は図２のとおり。年度によりばら104 

つきがあるものの、製造・輸入数量についてはほぼ横ばいである。 105 

 化審法届出情報に基づく出荷数量と推計排出量については表４、PRTR 制度に基づく106 

排出・移動量の経年変化については図３、PRTR 届出外排出量の内訳については表５107 

のとおり。 108 

                                                   
1 官報公示整理番号 2-1265: エチレンジアミン四酢酸塩（Ｎａ，Ａｌ，Ｋ，Ｃａ，Ｍｇ）、 

官報公示整理番号 2-1266: エチレンジアミン四酢酸塩（Ｆｅ，Ｃｕ，Ｚｎ，Ｓｎ，Ｃｏ，Ｎｉ，Ｍｎ，Ｃｒ） 
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 109 

図 1 化審法届出情報（EDTA） 110 

 111 

 112 

図 2 化審法届出情報（EDTA金属塩） 113 

  114 
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表 4 化審法届出情報に基づく評価Ⅱに用いる出荷数量と推計排出量(平成 29年度) 115 

用途番

号-詳

細用途

番号 

用途分類 詳細用途分類 

出荷数量 

（トン／

年） 

推計排出量 

（トン／年）

※ 

 製造   
0.0033 

(0.0016) 

01-a 中間物 合成原料、重合原料、前駆重合体 2008 
0.3 

(0.1) 

10-a 化学プロセス調節剤 触媒、触媒担体 1 
0.00036 

(0.00035) 

10-c 化学プロセス調節剤 乳化剤、分散剤 4 
0.002 

(0.002) 

12-a 

水系洗浄剤 1 《工業用途》 

石鹸、洗剤（界面活性剤） 12 
0.3 

(0.3) 

12-b 
無機アルカリ、有機アルカリ、無機酸、

有機酸、漂白剤 
4.1 

0.11 

 (0.10) 

25-e 合成繊維、繊維処理剤 
含浸補強剤、染料固着剤（フィックス

剤） 
46 

0.92 

(0.46) 

26-j 紙、パルプ薬品 漂白剤、漂白浴安定剤 0.9 
0.0005 

(0.0005) 

34-b 表面処理剤 
めっき浴添加剤（光沢付与剤、煙霧防

止剤、無電解めっきの還元剤等） 
55.3 

0.17 

 (0.12) 

37-c 

金属加工油（切削油、圧延油、

プレス油、熱処理油等）、防錆

油 

水溶性金属加工油添加剤 1 
0.005 

 (0.005) 

計 2,132 
1.8 

 (1.1) 

※( )は、うち水域への排出量 116 

 117 
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 118 

※1kg以下は「0」トンと表記している。 119 

図 3  PRTR制度に基づく排出・移動量の経年変化 120 

 121 

 122 

 123 

表 5 PRTR届出外排出量の内訳（平成 29年度） 124 

 125 

 126 

 127 
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平成
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平成

27年
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平成

28年

度

平成

29年
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推計_移動体 0 0 0 0 0 0 0 0 0

推計_家庭 13.01 18.52 9.47 10.34 6.10 1.70 1.66 1.61 21.38

推計_非対象業種 0 0 0 0 0 0 0 0 0

推計_対象業種 58.51 34.88 50.14 35.99 38.88 22.13 11.82 8.35 7.91

届出_廃棄 14.14 26.22 23.79 24.59 4.07 7.53 3.04 3.61 3.79

届出_下水 0.72 2.22 1.35 0.73 0.74 0.15 0.19 0.19 0.23

届出_埋立 0 0 0 0 0 0 0 0 0

届出_土壌 0 0 0 0 0 0 0 0 0

届出_水域 3.97 2.19 1.59 0.94 0.39 0.30 0.05 0.05 0.05

届出_大気 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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４. 有害性評価  128 

 EDTA の有害性情報は表 6のとおり。 129 

 当該物質に加え、EDTAの構造を一部含む付加塩、オニウム塩、ナトリウム及びカリウ130 

ム塩のデータを収集し、評価を行った。毒性値は全て EDTA換算して表示した。 131 

 また、藻類のキレート作用による影響を検討するため、当該物質が排出される環境中132 

で毒性に影響すると考えられる硬度成分（Ca、Mg）と主要な存在形態と考えられる鉄133 

錯体の有害性情報も収集し、評価した。その結果、生産者（藻類）の毒性値について134 

は、物質固有の毒性作用によるものか又はキレート作用による利用可能な必須金属の135 

イオン濃度の低下による結果なのかを明確にすることができなかったこと等から、136 

PNEC値導出には用いないこととした。 137 

 138 

表 6 PNECwater導出に利用可能な毒性値 139 

栄養段

階(生

物群) 

急

性 

慢

性 

毒性値 
(mgEDT

A/L) 

生物種 エンドポイント等 
暴露

期間

(日) 

被験物質 
CAS RN® 

出典 備考 
種名 和名 

エンド 

ポイン

ト 

影響内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生産者 

（藻類）

注） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ <0.32※１ 
Navicula 

pelliculosa 

フナガタケイソ

ウ（珪藻） 
NOEC 

GRO 

(RATE) 
4 6381-92-6 

(環境省, 

2020)  

硬度 24 mg/L

の場合 

 ○ 0.32※１ 
Navicula 

pelliculosa 

フナガタケイソ

ウ（珪藻） 
NOEC 

GRO 

(RATE) 
4 6381-92-6 

(環境省, 

2020) 

硬度 50 mg/L

の場合 

 ○ 0.32※２ 
Pseudokirchneriell

a subcapitata 

ムレミカヅキモ

（緑藻） 
NOEC 

GRO 

(RATE) 
3 60-00-4 

(環境省, 

2003) 
硬度 24 mg/L 

 ○ 
<0.40 

(0.32+0.0

79) ※３ 

Pseudokirchneriell
a subcapitata 

ムレミカヅキモ

（緑藻） 
NOEC 

GRO 
(RATE) 

3 6381-92-6 
(環境省, 

2020)  

OECD 培地（硬

度 24 mg/L）の

場合 

 ○ 
<0.40 

(0.32+0.0

79) ※３ 

Pseudokirchneriell
a subcapitata 

ムレミカヅキモ

（緑藻） 
NOEC 

GRO 
(RATE) 

3 6381-92-6 
(環境省, 

2020)  

硬度 100 mg/L

の場合 

 ○ 
<0.40 

(0.32+0.0

79) ※３ 

Pseudokirchneriell

a subcapitata 

ムレミカヅキモ

（緑藻） 
NOEC 

GRO 

(RATE) 
3 6381-92-6 

(環境省, 

2020)  

硬度 150 mg/L

の場合 

 ○ 
<0.40 

(0.32+0.0

79) ※３ 

Pseudokirchneriell
a subcapitata 

ムレミカヅキモ

（緑藻） 
NOEC 

GRO 
(RATE) 

3 6381-92-6 
(環境省, 

2020) 

被験物質と当

量の Ca2+

（CaCl2・

2H2O）を添加

した場合 

 ○ 
0.40 

(0.32+0.0

79) ※３ 

Pseudokirchneriell

a subcapitata 

ムレミカヅキモ

（緑藻） 
NOEC 

GRO 

(RATE) 
3 6381-92-6 

(環境省, 

2020)  

硬度 50 mg/L

の場合 

 ○ 
3.0 

(2.9+0.07

9) ※３ 

Synechococcus 
leopoliensis 

シネココッカス

（藍藻） 
NOEC 

GRO 
(RATE) 

3 6381-92-6 
(環境省, 

2020) 

OECD 培地（硬

度 24 mg/L）の

場合 

 ○ 
3.0 

(2.9+0.07

9) ※３ 

Synechococcus 
leopoliensis 

シネココッカス

（藍藻） 
NOEC 

GRO 
(RATE) 

3 6381-92-6 
(環境省, 

2020) 

硬度 50 mg/L

の場合 

 ○ 
3.0 

(2.9+0.07

9) ※３ 

Synechococcus 
leopoliensis 

シネココッカス

（藍藻） 
NOEC 

GRO 
(RATE) 

3 6381-92-6 
(環境省, 

2020) 

硬度 100 mg/L

の場合 

 ○ 
3.0 

(2.9+0.07

9) ※３ 

Synechococcus 

leopoliensis 

シネココッカス

（藍藻） 
NOEC 

GRO 

(RATE) 
3 6381-92-6 

(環境省, 

2020) 

硬度 150 mg/L

の場合 

 ○ 
3.0 

(2.9+0.07

9) ※３ 

Synechococcus 

leopoliensis 

シネココッカス

（藍藻） 
NOEC 

GRO 

(RATE) 
3 6381-92-6 

(環境省, 

2020) 

被験物質と当

量の Ca2+

（CaCl2・
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栄養段

階(生

物群) 

急

性 

慢

性 

毒性値 
(mgEDT

A/L) 

生物種 エンドポイント等 
暴露

期間

(日) 

被験物質 
CAS RN® 

出典 備考 
種名 和名 

エンド 

ポイン

ト 

影響内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生産者 

（藻類）

注） 

 

2H2O）を添加

した場合 

○  5.3※４ 
Pseudokirchneriell

a subcapitata 

ムレミカヅキモ

（緑藻） 
EC50 

GRO 

(RATE) 
3 6381-92-6 

(環境省, 

2020) 

OECD 培地（硬

度 24 mg/L）の

場合 

○  5.4※２ 
Pseudokirchneriell

a subcapitata 

ムレミカヅキモ

（緑藻） 
EC50 

GRO 

(RATE) 
3 60-00-4 

(環境省, 

2003) 
硬度 24 mg/L 

○  7.53※４ 
Pseudokirchneriell

a subcapitata 

ムレミカヅキモ

（緑藻） 
EC50 

GRO 

(RATE) 
3 6381-92-6 

(環境省, 

2020)  

被験物質と当

量の Ca2+

（CaCl2・

2H2O）を添加

した場合 

○  7.65※４ 
Pseudokirchneriell

a subcapitata 

ムレミカヅキモ

（緑藻） 
EC50 

GRO 

(RATE) 
3 6381-92-6 

(環境省, 

2020) 

硬度 50 mg/L

の場合 

○  7.97※４ 
Pseudokirchneriell

a subcapitata 

ムレミカヅキモ

（緑藻） 
EC50 

GRO 

(RATE) 
3 6381-92-6 

(環境省, 

2020) 

硬度 100 mg/L

の場合 

○  11.85※４ 
Pseudokirchneriell

a subcapitata 

ムレミカヅキモ

（緑藻） 
EC50 

GRO 

(RATE) 
3 6381-92-6 

(環境省, 

2020) 

硬度 150 mg/L

の場合 

○  13.65※４ 
Synechococcus 

leopoliensis 

シネココッカス

（藍藻） 
EC50 

GRO 
(RATE) 

3 6381-92-6 
(環境省, 

2020) 

被験物質と当

量の Ca2+

（CaCl2・

2H2O）を添加

した場合 

○  14.36※４ 
Synechococcus 

leopoliensis 

シネココッカス

（藍藻） 
EC50 

GRO 
(RATE) 

3 6381-92-6 
(環境省, 

2020) 

OECD 培地（硬

度 24 mg/L）の

場合 

○  19.4※４ 
Synechococcus 

leopoliensis 

シネココッカス

（藍藻） 
EC50 

GRO 

(RATE) 
3 6381-92-6 

(環境省, 

2020) 

硬度 50 mg/L

の場合 

○  20.4※１ 
Navicula 

pelliculosa 

フナガタケイソ

ウ（珪藻） 
EC50 

GRO 

(RATE) 
4 6381-92-6 

(環境省, 

2020) 

硬度 50 mg/L

の場合 

○  21.8※４ 
Synechococcus 

leopoliensis 

シネココッカス

（藍藻） 
EC50 

GRO 

(RATE) 
3 6381-92-6 

(環境省, 

2020)  

硬度 100 mg/L

の場合 

○  25.49※４ 
Synechococcus 

leopoliensis 

シネココッカス

（藍藻） 
EC50 

GRO 

(RATE) 
3 6381-92-6 

(環境省, 

2020) 

硬度 150 mg/L

の場合 

 ○ 
26 

(26+0.07

9) ※３ 

Synechococcus 

leopoliensis 

シネココッカス

（藍藻） 
NOEC 

GRO 

(RATE) 
3 6381-92-6 

(環境省, 

2020) 

被験物質と当

量の Fe3＋

（FeCl3·

6(H2O)）を添

加した場合 

 ○ 
26 

(26+0.07

9) ※３ 

Pseudokirchneriell
a subcapitata 

ムレミカヅキモ

（緑藻） 
NOEC 

GRO 
(RATE) 

3 6381-92-6 
(環境省, 

2020) 

被験物質と当

量の Fe3＋

（FeCl3·

6(H2O)）を添

加した場合 

○  39.8※１ 
Navicula 

pelliculosa 

フナガタケイソ

ウ（珪藻） 
EC50 

GRO 

(RATE) 
4 6381-92-6 

(環境省, 

2020) 

硬度 24 mg/L

の場合 

○  77.65※４ 
Synechococcus 

leopoliensis 

シネココッカス

（藍藻） 
EC50 

GRO 

(RATE) 
3 6381-92-6 

(環境省, 

2020) 

被験物質と当

量の Fe3＋

（FeCl3·

6(H2O)）を添

加した場合 

○  78.93※４ 
Pseudokirchneriell

a subcapitata 

ムレミカヅキモ

（緑藻） 
EC50 

GRO 
(RATE) 

3 6381-92-6 
(環境省, 

2020) 

被験物質と当

量の Fe3＋

（FeCl3·

6(H2O)）を添

加した場合 
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栄養段

階(生

物群) 

急

性 

慢

性 

毒性値 
(mgEDT

A/L) 

生物種 エンドポイント等 
暴露

期間

(日) 

被験物質 
CAS RN® 

出典 備考 
種名 和名 

エンド 

ポイン

ト 

影響内容 

一次消

費（又

は消費

者） 

（甲殻

類） 

 ○ 5.5 Daphnia magna オオミジンコ NOEC REP 21 60-00-4 
(環境省, 

2003) 
 

○  >100 Daphnia magna オオミジンコ EC50 IMM 2 60-00-4 
(環境省, 

2003) 

NaOH を用い、

pH を中性に調

整した試験結果 

二次消

費者

（又は

捕食

者） 

（魚類） 

 〇 ≧25.7 Danio rerio ゼブラフィッシュ NOEC 

HTCH, 

SUV, 

GRO 

35 62-33-9 

(BASF AG, 
2001) 

(ECHA64-

02-8, 
2001a) 

被験物質として

エチレンジアミ

ン四酢酸ナトリ

ウムカルシウム

塩を用いた試験 

○  >100 Oryzias latipes メダカ LC50 MOR 4 60-00-4 
(環境省, 

2003) 

NaOH を用い、

pH を中性に調

整した試験結果 

[エンドポイント] 140 

 EC50（Median Effective Concentration）：半数影響濃度、LC50（Median Lethal Concentration）：半数致死 141 

濃度、NOEC（No Observed Effect Concentration）： 無影響濃度 142 

[影響内容] 143 

 GRO（Growth）：生長（植物）、成長（動物）、HTCH（Hatchability）:ふ化率、IMM（Immobilization）：144 

遊泳阻害、SUV (Survival)：生残率、MOR（Mortality）：死亡、REP（Reproduction)：繁殖、再生産 145 

 (   )内：試験結果の算出法 146 

RATE：生長速度より求める方法（速度法） 147 

 [被験物質CAS RN®] 148 

60-00-4：エチレンジアミン四酢酸 149 

62-33-9：エチレンジアミン四酢酸ナトリウムカルシウム塩 150 

6381-92-6：エチレンジアミン四酢酸二ナトリウム二水和物 151 

 [備考] 152 
※１ OECD 改変培地を用いており、培地に EDTA は含まれない。 153 
※２ 設定濃度（培地分を含まない）を基に再計算した毒性値。 154 
※３ EDTA 設定濃度（培地分を含む）を基に再計算した毒性値。括弧内は「添加量」＋「培地分」を155 
示す。 156 
※４ EDTA 設定濃度（培地分を含む）を基に再計算した毒性値。 157 

注）生産者（藻類）の毒性試験結果については、1－2予測無影響濃度（PNEC）の導出には用いていな158 

い。 159 

 160 

 161 

 3栄養段階（生産者、一次消費者、二次消費者）に対する信頼できる慢性毒性値が162 

得られているが、このうち、生産者の慢性毒性値は PNEC 値算出には用いないこと163 

としている。したがって、エチレンジアミン四酢酸の PNECwater値は、2栄養段階164 

（一次消費者、二次消費者）慢性毒性値（5.5 mg EDTA/L、≧25.7 mg EDTA/L）の165 

最小値を種間外挿「5」、さらには室内から野外への外挿係数「10」で除して得た166 

（0.11 mg EDTA/L）。 167 
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 168 

 169 

 170 

表 7 有害性情報のまとめ 171 

 水生生物に対する毒性情報 

PNEC 0.11 mgEDTA/L 

キースタディの毒性値 5.5 mgEDTA/L 

不確実係数積（UFs） 50 

（キースタディの 
エンドポイント） 

一次消費者（甲殻類）の繁殖影響
に対する無影響濃度（NOEC） 

 172 

 底生生物については、logPow＜3 であることから、評価は行わない。 173 

 なお、今回の藻類の毒性試験条件と同様の環境下に EDTA の塩等が流入した場合に174 

は、化学物質固有の本質的な毒性作用によるものか、二次的影響であるかの区別はつ175 

かないものの、より低い濃度で藻類が影響を受ける可能性があることに留意する必176 

要がある。 177 

 178 

５. リスク推計結果の概要 179 

５．１ 排出源ごとの暴露シナリオによる評価 180 

 排出源ごとの暴露シナリオによるリスク推計では EDTA のみを対象に推計した。 181 

 PRTR 届出排出量、PRTR 届出外排出量を用いて、排出源ごとの暴露シナリオによる182 

推計モデル（PRAS-NITE Ver.1.2.5）によりリスク推計を行った。 183 

 推計結果は以下の表８のとおり。この結果、PECwater/PNECwater 比≧1 となる地点はな184 

かった。 185 

 186 

表 8 PRTR届出情報に基づく生態に係るリスク推計結果 187 

 リスク懸念箇所数 排出源の数 

水生生物に対するリスク推計結果 0 59 

※届出事業所に加えて、移動先の下水道終末処理施設も排出源として考慮した。PRTR 届出外排出量推計手188 
法に従って下水処理場での水域移行率を 100%とした。 189 

 190 

 191 

５．２ 様々な排出源の影響を含めた暴露シナリオによる評価 192 

 様々な排出源の影響を含めた暴露シナリオによるリスク推計では、EDTA 及び EDTA193 

の塩を対象に推計した。 194 
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 PRTR 届出排出量、PRTR 届出外排出量及び化審法届出情報と排出係数から推計した195 

排出量を用いて、様々な排出源の影響を含めた暴露シナリオによる推計モデル（G-196 

CIEMS）により、水質濃度の計算を行い、水域における評価対象地点 3,705 流域の197 

リスク推計を行った。 198 

 推計結果は以下の表９のとおり。この結果、PECwater/PNECwater 比≧1 となるのは 376199 

流域であった。 200 

 201 

表 9 G-CIEMSによる濃度推計結果に基づく PEC/PNEC比区分別地点数 202 

（化審法に基づく規制の対象外である洗浄剤・化粧品等（身体用）からの排出量を含む） 203 

PEC／PNEC 比の区分 
水生生物 

PNEC 0.11 mgEDTA/L 

1≦PEC/PNEC 376 

0.1≦PEC/PNEC＜1 917 

PEC/PNEC＜0.1 2,412 

 204 

 なお、EDTA のうち、PRTR 届出外推計における洗浄剤・化粧品等（身体用）から205 

の排出量については化審法に基づく規制の対象外であることから、それら届出外推206 

計排出量を除外して推計を行った。推計結果は以下の表 10のとおり。この結果、207 

PECwater/PNECwater 比≧1 となるのは 375 流域であった。 208 

 209 

表 10 G-CIEMSによる濃度推計結果に基づく PEC/PNEC比区分別地点数 210 

（化審法に基づく規制の対象となる用途のみ） 211 

PEC／PNEC 比の区分 
水生生物 

PNEC 0.11 mgEDTA/L 

1≦PEC/PNEC 375 

0.1≦PEC/PNEC＜1 918 

PEC/PNEC＜0.1 2,412 

 212 

 213 

５．３ 環境モニタリングデータによる評価 214 

 直近 5 年及び過去 10 年分の EDTA の塩や金属錯体を含めた様々な形態のものを含215 

んだ水質モニタリングにおける最大濃度を元に、評価を行った。結果は表 11 のと216 

おり。 217 

 水質においては、直近 5 年で PECwater/PNECwater 比≧1 となるのは 2 地点であった。 218 
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表 11 環境モニタリングに基づく生態に係るリスク推計結果 219 

PEC／PNEC比の区分 水生生物 

1≦PEC/PNEC 2 

0.1≦PEC/PNEC＜1 25 

PEC/PNEC＜0.1 46 

 220 
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